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池尾 和人 教授 略歴・主要業績

＊ 2018年 3月31日をもって慶應義塾大学
経済学部を定年退職するのにともない，本
学会を退会する会員の略歴・主要業績を
次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会
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池尾 和人 教授 略歴・主要業績

Ⅰ. 略　　歴

1953年 1 月 京都市に生まれる

1971年 3 月 大阪府立高津高等学校卒業

1971年 4 月 京都大学経済学部入学

1975年 3 月 京都大学経済学部卒業

1975年 4 月 一橋大学大学院経済学研究科修士課程入学

1977年 3 月 一橋大学大学院経済学研究科修士課程修了（経済学修士）

1980年 3 月 一橋大学大学院経済学研究科博士課程単位取得満期退学

1980年 4 月 岡山大学経済学部助手

1983年 4 月 岡山大学経済学部専任講師

1985年 4 月 岡山大学経済学部助教授

1986年 4 月 京都大学経済学部助教授

1987年 3 月 京都大学経済学博士

1994年 4 月 慶應義塾大学経済学部助教授

1995年 4 月 慶應義塾大学経済学部教授

2001年 4 月～02年 3 月 東京大学日本経済国際共同研究センター（CRIJE）客員教授

2003年10月～07年 9 月 慶應義塾大学大学院経済学研究科委員長

2010年 4 月～15年 3 月 慶應義塾大学経済学部人事委員長

1995年 1 月 第 1回全国銀行学術研究振興財団賞 受賞

1995年 7 月 義塾賞 受賞

Ⅱ. 学会活動および社会的活動

学会活動

1980年 5 月～現在 日本金融学会 会員（数次にわたり常任理事，理事を務める。現在理事）

1980年10月～現在 日本経済学会 会員（1996年 4 月～99年 3 月 常任理事）

1993年 4 月～現在 日本ファイナンス学会 会員（設立発起人，設立以来理事を務める。2002年 5 月～04

年 5 月 会長）
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2011年10月～現在 金融法学会 会員

2014年10月～現在 日本学術会議 会員

社会的活動

2001年 1 月～11年 1 月 金融審議会 委員

2001年 1 月～11年 1 月 財政制度等審議会 委員（財政投融資分科会に配属）

2003年 4 月～07年 9 月 日本郵政公社 社外理事

2014年 6 月～現在 日本貸金業協会 公益理事

2014年 8 月～15年 3 月 コーポレートガバナンス・コードの策定に関する有識者会議 座長

2015年 9 月～現在 スチュワードシップ・コード及びコーポレートガバナンス・コードのフォローアップ

会議 座長

2016年 2 月～現在 新日本有限責任監査法人 社外評議員

2017年 4 月～現在 財政制度等審議会・財政投融資分科会 会長

Ⅲ. 研究業績

著書

（共編書）日本経済再生 25年の計，2017年 6 月，日本経済新聞出版社，p. 304

（共編著）コモディティ市場と投資戦略，2014年 4 月，勁草書房，p. 328

（単著）連続講義・デフレと経済政策，2013年 7 月，日経BP社，p. 352

（共編著）金融依存の経済はどこへ向かうのか，2013年 7 月，日本経済新聞出版社，p. 248

（単著）現代の金融入門（新版），2010年 2 月，筑摩書房，p. 266

（編著）不良債権と金融危機，2009年12月，慶應義塾大学出版会，p. 458

（共著）なぜ世界は不況に陥ったのか，2009年 2 月，日経BP社，p. 304

（単著）開発主義の暴走と保身，2006年 5 月，NTT出版，p. 302

（共編著）市場型間接金融の経済分析，2006年 5 月，日本評論社，p. 271

（共編著）金融サービス（日本の産業システム 9），2004年11月，NTT出版，p. 422

（共著）経済学とファイナンス（第 2版），2004年 7 月，東洋経済新報社，p. 603

（共著）エコノミクス 入門金融論，2004年 7 月，ダイヤモンド社，p. 285

（単著）銀行はなぜ変われないのか，2003年 4 月，中央公論社，p. 259

（共著）日韓経済システムの比較制度分析，2001年10月，日本経済新聞社，p. 258

（単著）現代の金融入門，1996年12月，筑摩書房，p. 235
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（単著）金融産業への警告，1995年 9 月，東洋経済新報社，p. 214

（共著）経済学とファイナンス，1995年 6 月，東洋経済新報社，p. 498

（共著）ゼミナール現代の銀行，1993年 6 月，東洋経済新報社，p. 206

（共著）新版 金融（有斐閣 Sシリーズ），1993年 3 月，有斐閣，p. 313

（共編著）金融理論と制度改革，1992年 5 月，有斐閣，p. 349

（単著）銀行リスクと規制の経済学，1990年 5 月，東洋経済新報社，p. 228

（共著）金融（有斐閣 Sシリーズ），1987年 5 月，有斐閣，p. 278

（単著）日本の金融市場と組織，1985年 3 月，東洋経済新報社，p. 231

論文

（単著）金融規制の新たなアーキテクチャー，2015年10月，財務省財務総合政策研究所，ファイナンシャル・

レビュー，125号，pp. 144–167.

（単著）金融危機と市場型金融の将来，2010年 7 月，財務省財務総合政策研究所，ファイナンシャル・レ

ビュー，101号，pp. 5–21.

（共著）政府と金融システム，2005年10月，財務省財務総合政策研究所，ファイナンシャル・レビュー，79

号，pp. 4–35.

（単著）日本の金融制度，2002年10月，一橋大学経済研究所，経済研究，52巻 4号, pp. 289–299.

（単著）The Financial System of post-1945 Japan: Its Formation, Development and Deterioration，

2001年 9 月，Edward Elgar，Craig Freedman ed., Economic Reform in Japan: Can the Japanese

Change?, Ch.4, pp. 55–90.

（共著）銀行行動と規制枠組みの進化，1999年 6 月，大蔵省財政金融研究所，ファイナンシャル・レビュー，

51号，p. 27.

（単著）Bank Regulation and Managerial Incentives: Implications for Japan，1998年 6 月，Taylor &

Francis，Asia Pacific Journal of Economics and Business, vol. 2(1), pp. 45–62.

（共著）銀行規制体系の再検討，1995年10月，慶應義塾経済学会，三田学会雑誌，（上）88巻 3号，pp. 31–52，

（下）4号，pp. 44–59.

（単著）Information Technology and the Restructuring of Banking Services，1992年 2 月，日本銀行金

融研究所，Monetary and Economic Studies, vol. 10(1), pp. 45–63.

（単著）BIS規制の経済分析，1991年 7 月，一橋大学経済研究所経済研究，42巻 3号，pp. 193–200

※論文は代表的なもののみ記載
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学会発表

（単独）（招待講演）金融グローバル化の 30年：回顧と展望，2015年10月，慶應義塾大学，保険学会全国大会

（単独）（会長講演）日本の金融システムの市場型化のために，2004年 5 月，中央大学，日本ファイナンス

学会大会

（単独）（招待講演）自己資本比率規制の展開：バーゼル合意以後 10年，1999年 5 月，香川大学，日本経済

学会春季大会

※学会発表は代表的なもののみ記載
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